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　あの人はあまりしゃべる人じゃないんです。本人の思いは本人にしかわからないので、私が憶測でこ

うだったんですよねとお話しすることは出来ないんですけど、ただ色々聞いた中で「あれはこういう意味

があったのかな」と考えられるものはいくつかある。だから、私の想像では、あの人はがんにいつかなる

と思っていたと思うんですよ。

　お父さんもすい臓がんで亡くなってますし、彼が31歳の時にお父さんを看取ってるんですよね。その前

にお兄さんが、彼が２6，7歳の時に急性白血病で亡くなっているんです。亡くなり方は二人とも違います

けど、闘病を見ていたわけですから、だから自分もいつかがんになることは覚悟していたみたいです。

お兄さんが結婚してすぐ亡くなった。まだお子さんが生まれたばかりの時だったんですよ。そういうこと

も見ていたので、自分はいずれがんになる。自分の人生で家族を作って、家族を残していくことは出来な

い。だから、たぶん結婚をあんまり考えてなかった、するつもりはなかったと思います。

足でタクシーに乗って帰ってきてるんですね。いつも通り出来ると思って行ったのが、途中でしんどく

なった。家族にも局の方にも何も言わなかったんですよ。でも本人は放送の途中で「この解説が最後に

なる」と覚悟したと思います。

　申し訳なかったと思うのはTVを観てくださってる皆さんに、主人の体調が悪いのが伝わって心配させ

てしまったこと。局の方にも申し訳なかったと思う反面、それをさせていただいたことに感謝の思いしか

ありません。

　その時が来たなと思ったらスッと逝こうというのは、最初から思っていたんじゃないかなという気がし

てならないんですよね。自分が色々な言葉を残して、自分が逝ってしまった後に、その自分が残したこと

を背負う家族のことを考えたときに、それが心の重荷になるのならば、俺はそのままを見せるから、人間

どうやって弱って、人間どうやって旅立っていくのかを最期までしっかり看取ることによって、それぞれ

が感じてくれということだったんだと思うんです。彼は一切何も言わなかったんです。俺がいなくなって

もなってことは言わない。だから最期まで生きる、自分の寿命まで生きる、それだけ。なんだか説明が難

しいんですよね。苦しい、大変だ、なんとか助けてくれっていうことに対して家族がフォローするという、

皆さんがイメージするようなことはなかったんですよ。だからそれを伝えるのはすごく難しいのですが、

でも、それはああいう人ががんになって、最期を迎えるにあたって、そういう考えをする人もいるというこ

とをお伝えするしかないのかなと思います。

大島康徳さんの思いを伝えること

　人は様々な形で亡くなるじゃないですか。事故で亡くなる。災害で亡くなる。朝元気だった人が、急に

亡くなる。がんが見つかって手術して治る人もいるし、主人みたいに治らない人もいる。病気が発見され

た時点で運命。それが寿命。運よく回避できた人はそれも運命。人の力が及ばないものというのが必ず

ある。あの人は全部そういうふうに言うんですね。

　だから主人は、いつか自分がそういう時が来たら、それが俺の寿命であり、俺が持って生まれた運命

だから自分はそれを受け入れるし、家族もああすればよかった、こうすればよかったではなく、お父さん

はそういう運命で、寿命をしっかり生きたんだよというところを残したい。そういう強い意志があったと

思うんですよ。

運命を享受する

　最期まで家族にも弱いところは見せなかったですね。弱音も一度も吐かなかったです。だから支えた

くても、支えさせてくれなかった。彼なりの男のプライドなんでしょうね。自分で歩いてトイレに行くと

か、自分の力で水を飲むとか、もうしんどいでしょうからスプーンで口に食べ物でも運んであげるよと

言っても、それも怒る人でしたから。自分でやる、自分で飲む、俺を病人にするなと。家族にくらい素直に

甘えて、弱みを見せてほしいと思っていました。

今思えば、弱みを隠していたんじゃなくて、弱みがなかったのかもしれないですね。

男のプライド

　一番強く感じたのはどんな言葉よりも彼の生きざまを最期の最期まで、私達家族に見せてくれたこと

が、彼からの強いメッセージでした。

　人間どうやって生きて、どうやって歳をとって、弱って、最後どのように旅立つのか。その人として一番

美しい終わり方を俺たちは見せてもらったって息子たちが言ったんですよ。その言葉を言わせるってす

ごいなと思うし、そう言ってもらえたことが嬉しかった。それを息子二人それぞれが感じて、それを「ああ

だったよね、こうだったよね」じゃなくて。人間が命を終える時は、本当に樹木が枯れるかのごとく逝くっ

ていうのが一番美しい亡くなり方というお話があって、長男は「俺はすごく崇高な、美しい生き方を見せ

てもらったよ」と話してくれた。言葉よりももっと大きなメッセージをもらった。

　生きるとは、自分の寿命を生ききるとは、どういうことなのかを、私達に教えてくれたのです。

彼が遺してくれたもの

　本人はあまり病気のことついてはNHKの方にも、あまり詳しく伝えてなかったはずなんです。

本人は体調が大丈夫ならば仕事に行く、体調が悪くて迷惑をかけるようだったら休む。その意思だけでした。

NHK BS番組が最期のお仕事

闘病についても、昔の治療って大変だった。お父さんはとて

も大変な闘病だったと思うんですよ。だから、彼が治療をし

ない、手術もしないと言った思いというのは、自分の生き方

として、「俺はこうだから」とかいうのではなく、たぶんそう

いうものを２０代３０代でお兄さんお父さんを見送って、し

んどかった。その想いを、たぶん私や息子たちにさせたくな

かった。だから病人である自分の生活というのを、家族に強

要したくなかったんじゃないかなと思います。

　皆さんが想像するがん患者、がんの闘病ってこういうも

のだよねというのを覆して、自分はあくまでも最期まで普

通の生活をして、普通の生活をする以上、一番大切な仕事

もして、自分の人生をやり切る。だから自分の闘病生活を

極力短くして、なるべく家族を巻き込まない。

ご迷惑をおかけすることが出来ないので、私は

担当の方に今こういう病状で、こういう感じです。

これは出来ますけれどもこれは厳しくなりました

よという報告は入れていました。本人が最期まで

仕事をやりたいという意思を局の皆さんが一丸と

なって応援してくださった。有難かったのは「チー

ムNHKで支えます」と言ってくださったこと。あの

日は本人が出来るという自信のもとに自分の足

で歩いて、局に入って、お仕事が終わって自分の

新婚時代

息子が会いに来てくれました

仕事へ名古屋にて

退院しました
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